
「地球温暖化を知っていますか？」
「校区内の空気を調べよう」

+
「ふだんのくらしの中でCO2をへらそう」
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「かしこいクルマの使い方を考える」
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平成１９年３月，大阪府

小学校４年，５年，６年向き

【交通・環境学習】の実践事例：その３

課題発見型教材を直列実施
+

実践型教材を並列(パラレル)実施



教材 地球温暖化について知っていますか？

校区内の空気を調べよう

ふだんのくらしの中でCO2をへらそう

かしこいクルマの使い方を考える

対象学年 ４年、５年、６年

学習のタイプ 課題発見学習+実践学習

実施教科 総合的な学習の時間、社会科、理科、クラブ活動

連携教科 社会科、理科

標準校時 ９校時（５校時+４校時）

学習場所 教室、校区内、家庭

1.概要
○地球温暖化の影響と私たちのくらしとの密接な関係を認識し、地球
温暖化問題について学習します。
○空気を汚している原因は何かを考え、改善するための方法と私たち
が出来ることを計画します。
○ふだんのくらしの中でCO2を減らす行動力を身につけ、環境にやさ
しい生活を習慣づけます。

グループで
パラレル実践



2.学習の構成

【地球温暖化を知っていますか？】
【校区内の空気を調べよう】

グループ化
(やりたいテーマ)

ステップ1：導入

ステップ2：地球温暖化を知っていますか？

ステップ3：校区内の空気を調べよう

ステップ4：調査結果の整理

ステップ5：結果のまとめと意見交換

【ふだんのくらしの中
でCO2をへらそう】

or
【かしこいクルマの使

い方を考える】

実践教材

課題発見教材



実践A_ステップ6：CO2をへらすため
に私ができることは？

実践A_ステップ7：くらしの中でのCO2
削減プランを立てよう

実践A_ステップ9：実践の結果は？

【ふだんのくらしの中でCO2
をへらそう】

実践A_ステップ10：みんなで取り組め
ば地球を救える！

実践B_ステップ6：我が家のクルマ利
用予定を調べよう

実践B_ステップ7：クルマを使う代わ
りに・・・プランを立てよう

実践B_ステップ８：削減プランを実践
しよう（家庭）

実践B_ステップ９：実践の結果は？

【かしこいクルマの使い方
を考える】

実践B_ステップ１０：みんなで取り組
めば地球を救える！

実践A_ステップ8：CO2削減プランを
実践しよう（家庭）

子どもたちの興味（要請）に応じて、
パラレルで実践教材に取り組む。
他の実践教材を使用することも可。

実践教材

ま
た
は



3.準備

課題発見教材

【地球温暖化を知っていますか？】
学校で準備
するもの

筆記用具

行政が提供
するもの

ワークシート、写真（地球温暖化の現状）、テキスト（地
球温暖化の影響、二酸化炭素について）、テキストや
ワークシートのカスタマイズ支援

【校区内の空気を調べよう】
学校で準備
するもの

校区地図、筆記用具、ガムテープ、バインダー、時計、
保護者への案内(校外調査引率等補助支援依頼)

行政が提供
するもの

NOｘ調査キット、カウンター、NOｘ調査および交通量計
測説明資料、ワークシート、シール(NOx、交通量)、校
外調査補助支援



実践教材

【ふだんのくらしの中でCO2をへらそう】
学校で準備
するもの

筆記用具、電卓、報告会準備(会場、保護者への案内
等)

行政が提供
するもの

テキスト（部門別CO2排出量の割合、家庭でのCO2排
出局面）、ワークシート（私のCO2削減計画と実践記
録、クルマ利用削減計算シート、CO2削減結果のまと
め）、資料（CO2削減量の原単位等）、テキストやワーク
シートのカスタマイズ支援

【かしこいクルマの使い方を考える】
学校で準備
するもの

筆記用具、電卓、報告会準備(会場、保護者への案内
等)

行政が提供
するもの

テキスト（副読本、部門別CO2排出量）、ワークシート
（私のCO2削減計画と実践記録、クルマ利用削減プラ
ン、CO2削減結果のまとめ等）、交通機関シール、資料
（CO2削減量の原単位）、テキストやワークシートのカス
タマイズ支援



4.学習の実際

「空気が汚れている？（理科）」
「私たちの校区内にも酸性雨が降っている？（理科）」
「公害の原因？（社会科）」
「自動車利用の増加が空気を汚している（社会科）」
などなど

○動機の形成：
地球温暖化ってなんだろう
私たちのまちでも本当に空気は汚れているのかしら？

導入前の教科学習などで、CO2、

公害、酸性雨などに着目できるよう
にしておくことがポイント。

ステップ1：導入



ステップ2：地球温暖化を知っていますか？
○地球温暖化の現状は？

・サンゴ礁の死滅、ヒマラヤ氷河・・・
○地球温暖化の影響って？

・島の沈没、台風や大雨洪水等増加・・・
○何が原因か考えよう

後退するヒマラヤ氷河海水面が1m上昇すると海水面以下の地域が・・・

 

柏原

淀川

天王寺

大阪

京橋

新大阪

大和川

尼崎

なんば
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1998年

写真：名古屋大学「雪氷圏変動研究グループのページ」

http://snowman.ihas.nagoya-u.ac.jp/index-jpn.html出典：地球温暖化資料集 CASA

http://snowman.ihas.nagoya-u.ac.jp/index-jpn.html


ステップ3：校区内の空気を調べよう

○何を調べる？
・CO2、NOx、交通量・・・

○どこを調べる
・どこが汚れているかを予想、学校、自宅も

○作業分担
・グループ化、担当を明確に
（校外学習の補助)

なぜ？
調査後に“検証”し

ます。



ステップ4：調査結果の整理

○計測結果をワークシートに整理



ステップ5：結果のまとめと意見交換

○きれいなところ、汚いところ
○予想と実際の違いは？

空気を汚している原因は？

どうしていけばよいのだろうか？？



実践A_ ステップ6：CO2をへらすために私ができる

ことは？

出典)温室効果ガスインベントリオフィス

「日本の1990?2004年度の温室効果ガス排出量データ」(2006.8.30発表)

*排出量の単位は[キログラム-二酸化炭素(CO2)換算]

※ 家庭からのCO2 排出量は、インベントリの家庭部門、運輸（旅客）部門の

    自家用乗用車(家計寄与分)、廃棄物（一般廃棄物）部門で計上された排出量、

    および水道からの排出量を足し合わせたものである。

※※ 一般廃棄物は非バイオマス起源のみを対象とし、

   事業系一般廃棄物を含む。

13.4%

2.1%

12.4%

3.4%

31.0%

31.5%

2.2%
4.1%

暖房

照明・動力他

冷房

厨房

給湯自家用乗用車

一般廃棄物

水道

2004年
約5,400Kg-CO2/

世帯
世帯当りCO2排出

量

○私たちは、生活のどこでCO2を排出しているのでしょうか？
・CO2排出の原因を確認します。
・くらしの中では、どこでCO2を排出しているでしょうか？

○CO2をへらすために私ができることは？

・“燃焼”をキーワードとして、
くらしの中でCO2を排出して
いるものを抽出する。“燃や
す”だけでなく、電気、水道

なども・・・



実践A_ステップ7：くらしの中でのCO2削減プランを

立てよう

○私の「CO2削減目標｣と「削減計画｣を策定
○計画を発表して意見交換

・｢目標｣と「具体的な行動計
画」を策定することが、行動す

るという態度を活性化。
・「私が実践する計画」を求め
ること、互いに計画を発表し

あうことがポイント。



実践A_ステップ8：CO2削減プランを実践しよう

（家庭）

 

ガスをどこで使っているの？ 

お風呂 
給湯器 
ガスコンロ 
ガス暖房機 
他にもある？ 

クルマもね！ 

父さんのマイカー 
通勤母さんは、買物、お稽古、
私の送り迎え 
野球場へもクルマだ 
コンビニまでクルマ？！ 

お家の中で
電気を使っているものは？

照明      テレビ 
掃除機    炊飯器 
冷蔵庫    洗濯機 
パソコン    エアコン 
電気コタツ 
ストーブ 
電子レンジ 
電気カーペット 
温水洗浄便座 
門灯   他にもあるかしら 

電気やガスの使い方を 

工夫してみよう！ 

クルマの使い方も・・・ 

○標準的には１週間（２週間、１ヶ月間、夏休み、冬休みの活用なども検
討対象)。
○保護者通信などで、実践を応援することが望ましい、発展的に家族全
員で取り組むことも可。

※保護者通信などは、
家族の理解や協力を得
るために非常に有効。
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クラスの平均：2.3kg

実践A_ステップ9：実践の結果は？

○削減量を計算して実践結果を自己評価する

・クルマ利用の工夫による削
減効果が大きく、合理的であ

ることを確認する。
・CO2排出量を身近なもの
(樹木、森林、ペットボトルな

ど)に置き換える。

・パソコンを活用した集
計ビジュアル化も理解の

助けになる。



実践A_ステップ10：みんなで取り組めば地球を
救える！

○発表会を計画して、発表資料、プレゼンテーション準備を行う。
○発表会を開催する。

学年全員の取り組みで、学校と同じくらいの
面積の森林が吸収するCO2を削減した！



実践B_ステップ6：我が家のクルマ利用予定を

調べよう

○はじめにクルマの社会的影響を知りましょう

工場・事業所
 35%

その他
13%

自動車
52%

出典：環境省資料「自動車NOｘ・PM法の手
引き」（平成10年8月）

日本の窒素酸化物(Noｘ)発生源別排出量の割合

出典：温室効果ガスインベントリオフィス
http://www.jccca.org/content/view/1046/786/

※副読本も活用してください



○家族の来週のクルマ利用予定を確認します

保護者の協力が
得られない場合は、
教師などが補助

する。

・保護者通信などで、学習
の概要や保護者の協力依
頼をしておくことがポイント。
・保護者通信などは、家族

の理解や協力を得るために、
非常に有効。



実践B_ステップ7：クルマを使う代わりに・・・プランを

立てよう

・実家にはいつもクルマで行ってい
るので､今回は電車で行ってみる｡
･スーパーでの買い物は､日曜日に
まとめて買いに行くことにする｡
・近くのコンビニには、自転車か徒
歩で。
･レストランはクルマでなくても行け
る､おいしいところをさがす｡
など

○いろんな工夫を考えましょう

交通機関シールを使って楽し
く。みんなで相談しながら考え

ましょう。
図を描きにくければ、文章で

も可。

家庭学習として実践します。



実践B_ステップ8：実践の結果は？
○実践の結果を記録して、CO2排出量を算定

→実践でどれだけ減らせたでしょうか？



実践B_ステップ9：みんなで取り組めば地球を
救える！

○結果をまとめて話し合いましょう
→発表会や通信など
→全員の削減量を足すと学校と同じ

広さの森林をつくったことになる！？
○実践の感想発表も

みんなのCO2排出量

かべ新聞

発表会



5.発展型

○クルマ利用の現状を調べる
・「クルマ利用予定｣の代わりに
現状を調べて評価します。
（現状調査と行動プランの両方も）

○他の実践学習との併用
・「電車・バスマップをつくろう」を

併用。
→取り組みやすい教材を選んで
グループ化することが望ましい
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